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・環境科学 II（環境論 VIII ）
・生態学 II （人間論 V）
・生物進化学（生物の多様
性）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）授業科目

令　和　元　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本生態学会（近畿地区会自然保護専門委員長、外来種問題検討作業部会員）、日本貝類学会
（副会長、評議員、多様性保全委員会委員長、学会誌編集委員）、関西自然保護機構（運営委員）、
日本ベントス学会、付着生物学会、日本陸水学会、軟体動物多様性学会、応用生態工学会、陸水生
物研究会、南紀生物研究会、東京貝類同好会、名古屋貝類談話会

外来海洋生物と外来淡水動物の分布、生態、被害、リスクアセスメントおよび防除に関する研究

京都大学理学研究科博士課程満期退学

　理学博士（京都大学）

生物地理学、動物生態学、保全生物学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

　2017年度までの4年間に受けていた科学研究費（基盤C）「島嶼の外来海洋生物学:侵入リスクの推
定と分布拡大予測」の調査の結果で、まだ未発表であったものの論文作成と発表を行った。奈良県で
は、絶滅危惧種の陸貝であるナガオカモノアラガイの県下での分布・生息状況調査を各地で行った。
絶滅危惧種や希少種の多い琵琶湖のカワニナ類の分布調査を行った。

学部担当科目

・基礎演習 I
・環境論 III
・自然の保護（環境論 IV）
・環境科学 I （環境論 VII ）

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　講義では、常にコンピューターを用いてPpower Pointなどのプレゼンテーション用ソフトやビデオ・
DVD資料を使用し、写真や図表や動画を示しながら視覚的・聴覚的にわかりやすいよう工夫を凝らし
ている。環環境科学 I & II（境論VII&VIII）では、野外調査を何度も実施して、自然体験の少ない最近
の学生たちに、健全＆不健全な自然環境を体験・理解できるよう努力している。また学会の自然環境
保全委員会委員長や行政招集の委員などを幾つも務めた経験から、政治、行政や産業界の環境問
題に対する取組の現状についても紹介している。

　日本貝類学会副会長・多様性保全委員長、日本生態学会近畿地区会自然保護専門委員長、日本
生態学会外来種問題検討作業部会委員、環境省絶滅のおそれのある野生生物の選定・評価検討会
貝類分科会座長・委員、環境省特定外来生物選定専門家グループ会合（無脊椎動物）委員、環境
省希少野生動植物種保存推進員、京都府レッドリスト改訂委員・外来種実態調査委員等の活動を通
して、自然環境保全・希少生物保護・外来生物防除等に係る活動や情報収集、行政機関への情報
提供と助言、関係機関への要望書提出などを行った。

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

　共通教育機構初年次教育ワーキンググループの一人として、本学での初年次教育の円滑かつ効
果的な実施と改善に向けた活動を行い、特に、2019年度4月実施の「奈良大生第一歩」と「学生生活
相談」の企画・準備・実施に尽力した。共通教育機構全学教務委員として、2020年度の新入生オリエ
ンテーションのあり方について提言を行なった。ウインドオーケストラ・生物研究会・天文同好会・ワン
ダーフォーゲル行道会・放送研究会等合計12もの文化会クラブやサークルの顧問として、本学学生
の課外活動等の支援や助言を行なった。

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・環境論 III



共著

共著

単著

単著

南紀生物, 61: 38-41
和歌山県の主要な河川で、外来の淡
水産動物の分布と被害の状況を調べて
報告し、分布に関わる要因を分析した。

④

②

①

③

④

④Geographic distribution of
nonindigenous marine
invertebrates on 64 islands in
Japanese waters

①和歌山県河川の中・下流域
で発見された外来淡水産底生
無脊椎動物

2019年5月

①

③

（その他）

②

（学会発表）

②東北地方太平洋岸で発見さ
れたキタノムラサキイガイまたは
ムラサキイガイとの交雑個体

③４０周年記念シンポジウム「関
西の自然の長期的な変化・長
期モニタリングの結果から見え
る過去と現在」シンポジウム趣
旨：機関誌の40年と関西の長期
モニタリング

②

③

④

（学術論文）

日本の６４の島嶼の外来海洋生物の分
布を報告し、その存否に関わる要因を
分析した。

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]
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発行所、発表雑誌等
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発行又は
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共著
の別

概　　　　　　　要

（著書）

2019年6月

2019年12月

2020年3月

本学地理学科学生であった横山　樹さ
んが石巻市で発見したキタノムラサキイ
ガイ生貝の報告と地理的分布に関する
考察を行った。

関西自然保護機構設立４０周年記念の
講演会での講演の内容と、その機関誌
に掲載された論文の対象の40年間の
変遷をまとめた。

ちりぼたん, 50:112-124

地域自然史と保全，
41(2)：83-88

Memoirs of the Nara
University, 48: 1-18


